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 こんにちは。日本では長いゴールデンウィークが終わって中間テストがあったと聞きました。私は留学生活が始まっ

て 2 ヶ月になります。学期末に近づくにつれて課題やテストがあり、すでに不安な気持ちです。今回は、前回の最後

に少しだけ書いたコロナのことなどを紹介します。 

 

（１） コロナ 

オーストラリアではコロナと共存していこうという考えが中心なので、そこまで厳しい規制はありません。病院な

ど以外はマスクが不要で、国や州をまたぐ移動の規制も徐々に減っています。日本にいたときは毎日、新規感

染者の報道がありましたが、こちらではあまり聞きません。それだけコロナに対応できているのかと安心していた

のですが、一緒に暮らしているホストファミリーが 2人とも感染してしまいました。３人暮らしで私１人だけ陰性と

いう状態はかなり危険だったので、自分の部屋以外はずっとマスクをしていました。幸い２人とも症状は軽くてす

ぐ良くなりましたが、やはり不安でした。最終的に感染しなかった自分の免疫の強さとワクチンの効果に本当に感

謝しています。ちなみに、私は濃厚接触者でしたが、風邪の症状もなく陰性だったのでマスクをした状態で学校

に通い続けていました。 

また、冬が近づいて寒くなってきているので、インフルエンザも流行しています。5月に風邪をひいて不思議

な気分でしたが、とにかく辛かったです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２） ペット 

  ホストファミリーが飼っている犬が出産して、７匹の子犬が産まれました！！朝５時半に起きて午前中ずっと

出産に立ち会っていました。母親は茶色、父親は赤毛らしいのですが、７匹のうち５匹は黒い犬でした。 

皆、本当に可愛くて、毎日幸せです。産まれた日は私の手のひらよりも小さかったのに、毎日大きくなっている

のが目に見えてわかるので嬉しいです。体重も数日で２倍くらいになっていることがあり、成長のはやさに日々驚

いています。さらに、その少し後に生後７週間の子犬を買って、今は１０匹の犬と暮らしています。このうち２匹が

成長盛りで、お互い噛みついたり走り回ったりと毎日大騒ぎしています。 

このような RATテストは薬局で簡単に買え

ます。１つ 900円くらいです。 

薬を含め基本的に物のサイズが大きいです 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３） マーケット 

先日、ホストファミリーと Bundall Market と Carrara Market という 2つのマーケットに行ってきました。マーケ

ットは主に週末に開いていて、いつ行ってもたくさんの人で賑わっています。Bundall Marketでは地域の農家さ

んたちが野菜などを売っていて、また、たくさんの屋台が並んでいます。ここのピザがとてもおいしくて家に常備し

てあります。一方、Carrara Marketはオーストラリアで一番大きいマーケットとして知られていて、食べ物だけで

はなく洋服やおもちゃなどが売られています。パワーストーンや置物などのスピリチュアルなものを集めたブース

があり、興味深かったです。また、蝶がたくさんいるビニールハウスもありました。羽は確かに美しいのですが、虫

嫌いには居づらい空間です。 

←生後 1週間程度 

 

スーパーのエコバッグが 

お気に入りです     → 

←蝶のビニールハウス 

Bundall Market↓ 



（４） イベント 

私の学校や地域で様々なイベントが開催されるので、そのうちのいくつかを紹介します。学校では、World’s 

Greatest Shave と環境に関するイベント（名前はわかりません）が最近ありました。World’s Greatest Shave

は、癌とたたかう人たちのための募金を呼びかけるイベントで、先生を含め 10人が髪を剃っていました。その

後、募金の目標金額を達成したそうです。環境に関するイベントは、６月５日のWorld’s Environment Day に向

けて植物の種を配っていました。世界的な問題の解決・改善に向けた取り組みがさかんな学校です。 

 

 

 

 

また、地域のビーチのごみを拾うイベントに参加しました。留学したらボランティアに参加してみたいと思ってい

たので、達成できて嬉しいです。ゴールドコーストは美しいビーチで有名なので、砂浜もきれいなのだろうと思っ

ていましたが、実際はごみがかなり埋まっていました。今回、私が参加したようなイベントを開催してくれている団

体の人たちのおかげできれいなビーチが保たれていると実感し、感謝した反面、マナーを守らず好き勝手に散

らかして帰っていくような人たちが沢山いるとわかって腹立たしい気持ちになりました。 

イベントではごみを回収するだけではなく、その後に仕分けてどのようなごみが多いのかを分析しました。ごみ

を拾う作業よりも長くて大変な作業です。ほかの人たちが拾ったものを見ると、服、食べ物、ビン、缶…と信じら

れない程の量であふれかえっていて、衝撃的でした。そして、ごみの分別作業から改善策を考えるのだそうで

す。問題の根本的な解決のためにはとても大事な手続きだと思います。

 

↑ものすごく見にくいですが、写真の奥の

方に髪を剃っている人がいます 

←きれいなビーチです 



 

 

もうすぐ私にとっての最初のタームが終わり、１年の後半に入ります。残り半年を無駄に過ごさないよう、いろ

いろなことに挑戦していこうと思います。今回も読んでいただきありがとうございました。 

 

               吉田 

↑仕分け作業 

これだけの量のごみがこのクジラのお腹に入っ

ていたそうです。人間のごみの悪影響がこんな

にあると分かって驚きました。 


